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協議会の活動の主体であるWG構成
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基本戦略SG
主査 江崎浩（東京大学大学院）
副査 中村秀治（株式会社三菱総合研究所）

【活動内容】

①IPv6普及促進のための戦略策定とフォロー、諸調査、関係団
体調整

・IPv4アドレス枯渇対応TFと連動した活動展開
IPv6の普及状況の公表、リリース、Interopでの表彰＞2017DoCoMo,KDDI,SB

・IPv6に係る情報提供・利用における内外の各種団体との連携

②プロモーション活動（各種パブリシティや、WEB企画運営、出版等PR活動）
・WEBによるIPv6関連知識のデータベース化と情報交流促進（一部会員限定）
・海外関連組織・母体とのMoU再整理
・これまで関係しているマスコミ各社等との協力

③エンジニアリング活動（ガイドライン等のメンテナンス）
・IPv6による地域基盤整備に関する検討



IPv6家庭用ルータSWG
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【体制】

部会長 藤崎 智宏 （日本電信電話株式会社）
部会長 川島 正伸 （ＮＥＣプラットフォームズ株式会社）
部会長 印南 鉄也 （シスコシステムズ合同会社）

【SWGの目的】
インターネット利用者がスムーズにIPv6環境に対応できるようにISPの
IPv6サービス提供に必要な家庭内ルータ機能のベースライン（最小限の
共通認識）をインターネット利用者の視点からまとめる。

【活動内容】

• IPv6ブリッジを使用した導入形態によって発生しうるセキュリティ課題
について検討、「特定のIPv6サービス利用時に発生しうるセキュリティ
上の問題点」として取りまとめ、文書公開（会員向け）

• IETF RFC7084 “Basic Requirements for IPv6 CE Router”、ブロード
バンドフォーラムが作成した家庭用ルータ規格であるTR-124i4 と
「IPv6家庭用ルータガイドライン 第二版」との比較を実施，文書公開。



IPv6導入に起因する問題検討SWG
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【体制】

部会長 藤崎 智宏 （日本電信電話株式会社）
部会長 新 善文 （アラクサラネットワークス株式会社）
部会長 北口 善明 （東京工業大学）

【SWGの目的】
コンシューマ向けIPv6サービスの提供開始から数年が経過した．現状，
多くのユーザネットワークはIPv6/IPv4混在環境となっており，それに伴
い数々の問題の発生している。本WGでは、IPv6導入後に発生している
問題をとりまとめ、問題に対する解法を検討、共有することで、 IPv6
サービスの円滑な導入を支援し，IPv6の利用を促進することを目的とす
る。

【活動内容】

2011年9月30日に発行した「IPv6導入時に注意すべき課題」の改版に
向けた活動を行なった。解消された問題を整理し、新たに登場した課題
を収集し解決方法に関して検討を進めた。



アプリケーションのIPv6対応検討SWG
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【体制】

部会長 廣海 緑里 （慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科／
株式会社インテック）

部会長 波田野 裕一 （運用設計ラボ合同会社／日本UNIXユーザ会
(jus)）

部会長 藤崎 智宏 （日本電信電話株式会社）

【SWGの目的】
• インターネットサービスやアプリケーションのIPv4アドレス在庫枯渇対応の

情報を整理・検討することで、アプリケーションの円滑なIPv6対応を推進す
ることを目的とする。

【活動内容】

• IPv6対応アプリケーション作成のためのサンプルコード＆解説文書の検討
• アプリケーションのIPv6対応促進策の検討

ü Apple のアナウンスに対する対応
ü 「IoTネットワークプログラミングワークショップ」開催協力



アクセス網IPv6サービス導入推進SWG
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【体制】

部会長 江崎 浩 （専務理事/東京大学）
部会長 中村 修 （常務理事/慶應義塾大学）

【SWGの目的】
• IPv6サービスの普及・導入を推進するために必要な技術面、運用面お

よびビジネス面での課題を整理し、 その解決手法を提案・実施するとと
もに、IPv6サービスの導入の進捗を把握可能な測定手法を検討・導入
することで、 IPv6サービスの導入を推進する。

【活動内容】

• 「アクセス網におけるIPv6の普及状況調査」に関して、四半期毎の普及
状況の集計と結果公開を継続して実施し、NGNのIPv6普及率が2016年
度末で遂に30%を越えたことなどを公表。
• その他、協力組織／企業の調査結果として「ウェブサイトのIPv6対応状

況」「インターネットのバックボーンのIPv6対応状況」も合わせて公開し、
全体として「日本におけるIPv6の普及状況」についてを恒常的に情報公
開を実施。
• その他、IPv6の普及に向けた個々のトピックについて情報共有を実施。



アクセス網IPv6サービス導入検討SWG

n アクセス網におけるIPv6普及状況を四半期
ごとに算定し公開
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フレッツ光ネクストのIPv6の普及率 = 
((1)IPoE契約数 + (2)PPPoE実測契約数) / (3)フレッツ光ネクスト総契約数 参考）フレッツ光ネクスト以外のネットワークのIPv6普及率



アクセス網IPv6サービス導入検討SWG
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サーティフィケーションWG
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主査 江崎浩（東京大学大学院）
副査 宮田宏（横河電機株式会社）

【活動内容】

【IPv6 Forum IPv6 Ready Logo Program】

n IPv6 Ready Logo Programの運用

n Core Logo Minor Revision(2017/5/15から)
n IPsec Major Version(Public Review中：

2017/4/24まで）

n 新たなLogoの検討開始（IoT Logo/Security 
Logo)

【国内運用】

n 継続に向けた体制の再構築

n JATE (電気通信端末機器審査協会) IPv6 テ
ストラボの再開(2017年1月から）

【新活動の検討】

n セキュリティー や エネルギー関係との連携・融
合の可能性を検討



IPv6 Ready Logo(Core) 取得推移



IPv6 Ready Logo(Core) 取得数

TYPE March 2016 March 2017 Increase
Core 1,345 1,486 141  (9%)
IPsec 80 80 0  (0%)

Country March 2016 March 2017 Increase
US 479 546 67  (12%)  
TW 287 302 15  (5%)
CN 267 286 19 (7%) 
JP 188 204 16  (8%)  
KR 42 64 22  (34%)
IN 28 30 2  (7%) 



ビジネスラーニングWG

主査 中村秀治（株式会社三菱総合研究所）
副査 小野寺好広（シスコシステムズ合同会社）
副査 荒井秀和（株式会社イーサイド）

【活動内容】

n v6資格認定運用について
Ø 「インターネットサービス等のIPv6対応及びネットワーク技術者に求
められるIPv6関連技術習得に係る基本指針」（総務省）により運用
中。

Ø JATEとの協働運用。
n 新たなカリキュラムの認定

Ø 2016年度は新規1社と協議（検討中）、更新1社（2016年9月公開）
n 認定カリキュラムの実行支援の検討

Øモデル実施、連携実施等プロモーションの実行準備

Ø認定基準の見直しの検討



ビジネスエクスチェンジWG
主査 荒井秀和（株式会社イーサイド ）
副査 津国 剛（株式会社三菱総合研究所）

【活動内容】

IPv6 Summit in TOKYO 2016の開催（2016年11月28日）

IPv6 Summit in TOKYO 2017の開催（2017年11月27日）
昨年と同様、一般財団法人インターネット協会 IPv6ディプロイメント委員会との共催

Ø 開 催 日 2017年11月27日(月)
Ø 会 場 ヒューリックホール＆ヒューリックカンファレンス 2F ホール(東京、浅草橋)
Ø 対 象 者 IPv6に関心をもつ技術者、ネットワークオペレータ、一般市民、官公庁等
Ø 参 加 料 事前登録制：無料
Ø 参 加 者 数 300名（予定）
Ø プログラム概要 - 基調講演： 「IPv6、ここまでとこれから」

- 基調講演： 「最近のIPv6標準化に思うこと」
- 情報提供セッション

・「IPv6普及最新状況」
・「IPv6標準化状況 Update」
・「IPv6普及・高度化推進協議会の活動報告」

- パネルセッション：「IPv6今昔・未来物語 ～ここまで来たぞIPv6～」
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ありがとうございました


